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【研究の背景・目的】 

Krüppel-like factor (KLF)ファミリーは zinc フィ
ンガー型転写因子であり、現在 17 種類が知られて
いる。KLF は発生・分化や幹細胞機能の制御に重
要なだけでなく、多様な疾患においても重大な機
能を有することが次々と報告されている。また、
KLF4 は iPS 細胞の誘導因子の一つである。 

我々はこれまでに KLF5 を心血管病とメタボリ
ックシンドロームの発症進展に重要な鍵分子の一
つであることを明らかとしてきた。さらに、KLF5

は慢性腎臓病にも重要であることを示唆する結果
を得ている。一方、KLF 転写因子メンバーは相互
に関連しながら細胞の機能を制御していることが
示唆されている。 

本研究計画では、転写因子 KLF5 に注目して、
心血管・腎・代謝疾患と癌の分子機構を解析する
とともに、これら多様な疾患の背景にある共通し
た分子機序を明らかにすることを目的とする。ま
た、新規治療法開発に必要な基盤的研究を行う。 

 

【研究の方法】 

 本研究では、生活習慣病と癌における転写因子

KLF5 の機能を組織特異的遺伝子改変マウス等を

用いて明らかにするとともに、その背景に共通す

る分子機構を解明する。特に、心肥大・心不全、

慢性腎臓病、代謝疾患と癌に注目して解析を進め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【期待される成果と意義】 

本研究は、KLF という転写因子ファミリー、そ
の中でも特に KLF5 に着目して、多様な生活習慣
病と癌の分子メカニズムを解析することに大きな
特徴がある。各々の生活習慣病や癌においては、
一見全く異なるメカニズムが機能しているように
見えるが、KLF5 はストレス応答と細胞内代謝を
制御することにより、多様な細胞において病態の
基盤となる分子機構を制御している可能性が高い。
従って、KLF5 の解析を進めることによって、生
活習慣病と癌に共通した分子機構を解明できると
考えられる。さらに、病態の分子機構を直接的な
標的とする新たな治療法の基盤を構築する。 
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【研究期間と研究経費】 

 平成２２年度－２６年度 

  １６７，４００千円 

 

【ホームページ等】 
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